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男開は完全で、ハン 

マーでたたくと不平 

坦な断口を示す。 

紫外線ランブを照射す 

るとオレンジ色の蛍光 

を放つものがある。 

とう れん せき 

桃簾石 
素焼きの陶板にこすり 

つけると明るい灰色の 

条痕が残る。 

I醜UびTミ‘， 

塊状で産出した桃 

簾石。白色部分は 

石英から成る。 

塊状であらわれるも 独立した鉱物種では 

のが多いが、被程状 なく、炭れん若の変 

の結晶も見られる。 種として分類される。 
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灰れん石の変種 

わずかに含まれるマンガンの影響によりピン 

ク色や赤色をした桃簾石は、独立した鉱物種で 

はなく、緑簾石グループに属する灰れん石の変 

種として分類される。本来、白色の鉱物である 

灰れん石は、微量の含有物により発色するのが 

特徴で、バナジウムの影響で青紫色にあらわれ 

たタンザナイトも変種のひとつだ。なお、桃簾 

石もタンザナイトも、化学組成上に含有物であ 

るマンガンやバナジウムは表示されない。 
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主な産地 ノルウェー且昌 

A イタリアのトリノで産出した桃簾石。 

主に塊状で産出 

主に広域菱蔵普ゃ援嵐菱蔵碧中に生成し、明 

らかな結晶形を示さず塊状で産出することが多 

い桃簾石は、菱マンガン鉱やばら輝石などのマ 

ンガン鉱物に外見がよく似ているが、化学組成 

の蓮いから判前は蓉易。熱に変化しやすく、薄 

い色のものは加熱によって色合いを強めること 

が可能で、質の良いものはカボション・カツト 

が施されてイヤリングやブローチなどのアクセ 

サリーに加工される。日本で桃簾石は産出しな 

いが、灰れん石の多形である単斜灰れん石のピ 

ンク色をしたものが、長野県などで見つかった。 
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A 徴密な集合体であらわれた桃簾石。 

ノルウェー産。 

アメリ力 婆
ネバダ州、ニユーメ 

キシコ州、ノースカ 

口ライナ州、テネ 

シー州、ワシントン 
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p 
ト桃簾石のなかまで 

あるタンザナイトは、 

バナジウムを含有 

するため青紫色で 

あらわれる。 


